
　羽川交差点から北側の約１００ｍの区間について、みなさまの理解を深めていただくために、
この区間を「モデル区間」として歩道の一部を整備しました。　地元の皆様からご要望いただいて
おりました、カラー（緑）舗装により、歩行者を優先した通行帯を体験していただけます。

モデル区間として整備しました！将来イメージ

モデル区間整備後

モデル区間整備前

～ もうすぐ春ですね♪♪



　用地取得協議などの進捗状況を踏まえて見直した歩道整備の工程は下記のとおりです。

羽川歩道整備工事に対して皆さんからご意見ご質問が寄せられています。

　●第１工区は、モデル区間を設定し、カラー舗装を整備します。一部、用地取得協議中です。
　●第２工区は、引き続き用地取得協議をいたします。
　●第３工区は、引き続き用地取得協議をいたします。
　●第４工区は、引き続き用地取得協議をいたします。

Q:  モデル区間のイメージ図で、歩道を色分けしているのは何故ですか？

A:  歩行者と自転車の通行を分け、安全な歩道空間を整備するためです。

国土交通省の自転車施策に関する詳しい内容は、下記のＨＰまで。
http://www.mlit.go.jp/road/road/bicycle/policy/index.html

　歩行者と自転車の通行を分離する方法は幾つかありますが、モデル区間
のイメージ図では、歩道を色分けすることによって歩行者と自転車の通行
位置を提示する案を採用しています。
　なお本施工での分離構造は、用地による制約や利用のしやすさ、安全性
などを考慮して検討を進めてまいります。

　近年１０年間で 自転車と歩行者が接触する事故が 約４．８倍 に増加しています。そのため、
平成２０年に道路交通法が改正（自転車の通行）されるとともに、全国で歩行者と分離した
自転車走行空間の整備が進められています。
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